
プログラム番号 06007 

平成１８年度「国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム」 

 

【１．大学の概要】 

①大 学 名 

 研 究 科 名 
東京大学 大学院 理学系研究科 

②学  長  名 小宮山 宏 

③所  在  地 〒113-8654  東京都文京区本郷７-３-１ 

所属部局・職名 大学院理学系研究科・国際交流室・講師 

担 当 者 氏 名 五所 恵実子 e-mailｱﾄﾞﾚｽ 
ilo@adm.s. 
u-tokyo.ac.jp 

④担 当 者 

 連 絡 先 

電話・FAX番号 電話:03-5841-7630 ・ FAX:03-5841-8775 

⑤ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL http://www.s.u-tokyo.ac.jp/MEXTspecialprogram/ 

⑥大学院在学留学生数             1988 人（うち、国費留学生 795 人） 

 

【２．プログラムの概略】 

①プログラムの名称 最先端物理研究拠点における学位取得プログラム 

②プログラムの形態 博士後期課程(３年間) 

             理学系研究科       物理学専攻    
③実施研究科・専攻 

（所在地）〒113-0033 東京都文京区本郷７-３-１ 

④連携大学・研究科・

 専攻名 
 

⑤受 入 れ 学 生 数 
      ８ 人（うち研究留学生優先配置人数：  ５ 人） 

             （うち日本人学生数：    ０ 人） 

⑥担 当 教 員 数  合計  １４５人 （うち専任；８１人、兼担：４９人、非常勤：１５人）

所属部局・職名  大学院理学系研究科・教授 

⑦研究科長(代表者)名 
研究科長名  岩澤 康裕 

 

 



【３．プログラムの内容】 

【開設の趣旨と目的】 

 本物理学専攻(以下、本専攻)は、物理学の研究教育機関としてわが国で最も長い伝統をもつ物理学教室

を中核として、宇宙線研究所、物性研究所、素粒子物理国際研究センター等と緊密に協力し合って世界最

高水準の研究教育活動を活発に推進している。このことは、東京大学の教員が最近１１年間(１９９４年−２０

０４年)に発表した学術論文の被引用回数が物理学分野で世界第２位であったという報告にも如実に表れ

ている (図１： ISI-Essential Science Indicatorsのデータによる。１９９３年−２００３年の統計では世界第１位。

国内第２位の大学は世界の第１３位)。その中から、江崎玲於奈、小柴昌俊というノーベル賞受賞者を筆頭

に、数多くの傑出した人材を輩出してきた。 

 本申請プログラム(以下、本プログラム)は、諸外国から最優秀な修士号取得者を選考の上、国費留学生と

して毎年５名受け入れ、本専攻の卓越した研究教育環境のもとで博士の学位を取得させるものである。 

 
 

 

 

【内容及び特色】 

 本プログラム実施の主体となるのが、素粒子物理学、原子核物理学、物性物理学、生物物理学、宇宙物

理学など広範な専門分野をカバーする１３０名を数える本専攻の常勤の教授陣である(専任が８１名、兼担

が４９名。この他、非常勤講師が毎年約１５名)。研究機関としての高いポテンシャルを大学院教育にも最大

限に活かすことで、本専攻は毎年４６名の博士の学位取得者と１０６名の修士の学位取得者を輩出してい

る(最近10年間の平均取得者数)。 

 

【教育・指導体制】 

日常の教育・指導体制 

 本プログラムに応募する留学生は修士課程を修了していることが前提なので、あらかじめ明確な研究目的

をもっており、希望する指導教員名は応募前に定まっていることが多いと考えられる。しかし、応募者からの

問い合わせがあれば、興味ある研究分野を十分調査した上で、これと的確にマッチする指導教員を選定す

る。 

 博士の学位論文の研究テーマは、留学生と指導教員の間の十分な話し合いのもとに、できるだけ早い時

期に決定させる。指導教員は日々の活動の中で定期的かつ効果的な研究指導を行い、研究室セミナーや

ミーティングはできるだけ英語で行うようにする。 

 本研究科では留学生の生活全般や学習面での活動を支援するために、３名の専任スタッフからなる国際

図２. 受け入れ留学生数 

図１. 物理学分野で論文引用回数が多い 

 研究機関トップ１０ 図２. 受け入れ留学生数 



交流室を１２年前から設置している。ここでは留学生の受入れから帰国までの入学手続き、オリエンテーショ

ン、学業から生活に至る各種相談、宿舎などの応募手続き、在留資格に関わる諸手続きなどの業務の他、

日本語教室の独自開講(週２時間、レベルに応じた３クラス)や日本人学生・教職員との交流促進をはかる

各種イベント企画も行っている。 

 また、不慣れな日本での生活に早く順応できるよう同じ研究室に在籍する日本人大学院学生をチュータ

ーとして雇用し、マンツーマンで留学生の生活・学習両面をサポートするチューター制度もある。国際

交流室はチューターから毎月活動報告を受け、タイムリーな支援を心がけている。物理学専攻の留学生委

員会は理学系研究科のこうした充実した活動と緊密な連携をとりつつ、主に研究面での支援を担当する。 

学位論文審査システム 

 本専攻では、博士の学位論文審査における公平性や客観性が最大限に保たれるよう、論文提出者の指

導教員及び発表論文の共著者を審査員に含めないという、ユニークな審査システムを採用している。これは

学術論文の査読システムとして定着しているピア・レビューの精神を学位論文の審査にも取り入れたもので

、我が国ではほとんど唯一の、世界的にも数少ない先進的な取り組みである。常勤担当教員１３０名という質

量ともに世界最大級の専門家集団を擁する本専攻でしか機能し得ない理想的な審査システムといえる。本

プログラムで配置される留学生にも当然このシステムが適用され、これによって真に世界をリードする高度な

専門性を備えた若手研究者を輩出することができる。 

 

 

 

 
 

【募集方法】 

 本専攻と本研究科の英語版ホームページでは留学に関する丁寧な情報提供を行っているが、ここに本プ

ログラムによる研究留学生募集の詳細を掲示し、担当教員の連絡先も示す。 

【使用言語】 

 留学生が受講する全ての授業科目は使用言語を英語とする。本専攻ではすでに留学生が１名でも受講し

た基礎科目については英語を使用言語としているが、本プログラムではこれをすべての開講科目に拡張す

る。 

 

図３. 本プログラムの概要 


	最先端物理研究拠点における学位取得プログラム
	１．大学の概要
	２．プログラムの概略
	３．プログラムの内容


